
 

 

２０１２年５月２０日発行 

各支部総会・校友会(同窓会･後援会･白鴎会各会員を含みます)日程（予定） 

 …詳細は各担当事務局・または校友課へ… 

 

2012.4.23現在 

1.  ５月３１日    

～６月 ３日 

（木） 

（日） 

関東甲信越静岡ブロック連合白鴎会海外研修旅行 

シンガポール 

2.  ６月 ９日 （土） 同窓会代議員会 

13：00校友会館 

3.  ６月１５日 

 ～６月１７日 

（金） 

（日） 

長崎県校友会四国研修ツアー 

4.  ６月１６日 （土） 広島県白鷗会総会 

13：00広島県文化センター 

5.  ６月１６日 （土） 高知県校友会総会（詳細未定） 

6.  ６月２３日 （土） 同窓会富山支部総会（詳細未定） 

7.  ６月２３日 （土） 同窓会群馬支部総会 

13：00前橋問屋センター 

8.  ６月２４日 （日） 同窓会福井支部総会（詳細未定） 

9. １０月２０日 （土） 同窓会熊本支部総会（詳細未定） 

10. １１月 ３日 （祝） 第１２回同窓会ホームカミングデー 

湘南キャンパス 

 
 
 

提携協力店募集のお知らせ 
東海カードでご利用頂ける独自の協力店は、会員の皆様のご協力により全国

４５９店舗・施設に及んでおります。(2010.12現在) 

 東海カードをより価値あるものにするために、引き続き皆様に協力店の募

集をお願いしております。詳細は同窓会事務局までご連絡をお願いします。 

 
 
 

インターネットホームページについて 
URL：http://www.kouyu.tokai.ac.jp/ (校友会) 

http://www.kouyu.tokai.ac.jp/kouenkai/（後援会)  
http://www.kouyu.tokai.ac.jp/dousoukai/（同窓会） 
 

 同窓会・校友会・後援会ではホームページを開設しております。会員の皆

様からの情報をもとに内容を充実させていきたいと考えておりますので、ご

意見・ご希望をお寄せ下さい。事務局までお気軽にお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



東海大学新聞掲載記事（2012.4.1号） 

創部24年目の悲願、スキーインカレ男子総合初V 
 

創部24年目で悲願の大学日本一を達成――。2月21日から29日まで、岩手県・雫

石スキー場、田山スキー場で開催された第85回全日本学生スキー選手権大会(イ

ンカレ)で、札幌校舎で活動するスキー部が男子総合で初優勝を果たした。また

女子も総合で最高成績となる準優勝となった。男子はアルペン・大回転で1位の

石井智也選手(国際文化学部4年)を筆頭に、同種目では初の表彰台独占。石井選

手は回転も制した。ノルディックでも小林潤志郎選手(同2年)がスペシャルジャ

ンプで優勝するなど、全種目でポイントを挙げ、他の強豪チームを抑えた。 

※肩書、学年は当時 

今大会の男子は、ナショナルチームの一員として国際大会に出場してきた石井選

手が回転、大回転の2種目を制覇=右写真。ジャンプW杯メンバーの小林選手がス

ペシャルジャンプを連覇した=左下写真。さらに国内の大会で腕を磨いてきた選

手たちも奮起する。大回転では石井選手に続き、2位に円山一希選手(国際文化学

部2年)、3位に主将の岡本洸司選手(同4年)が入り同種目では史上初めて表彰台を

独占。全7種目でポイントを奪取し、3連覇中だった早稲田大学を抑え、日本一を

つかんだ。 

「大会前から全員が好調をキープできた」と岡本主将。シーズン当初から各選手

が好成績を残していたこともあり、相原博之監督(国際文化学部准教授)の指示で

1月後半から試合出場を控え、各自調整にあててきた。「シーズンの間中、好調

を続けるのは難しい。インカレに照準を合わせた成果が出た」と相原監督は語っ

ている。 

 
指導の両輪がそろう 世界で活躍する選手を 
 

「初めは4部からのスタート。それでも、いつかは総合優勝と思い続けてきた」。

1988年、当時の北海道東海大学にスキー部が創設されて以来、24年間指導にあた

ってきた相原監督。その年に4部優勝すると、最短の3年で1部に上がった。順風

満帆かと思いきや、94年には2部降格。その後すぐに1部に復帰するも、3位が最

高だった。「有望選手の多くは関東の強豪に進むこともあり、優勝は無理なので

はと、あきらめかけたこともあった」 

風向きが変わったのは2010年だ。ノルディック種目の強化に向け、長野、ソルト

レイクの両五輪で複合種目に出場した森敏コーチ(国際文化学部講師)が就任。相

原監督自身は全日本選手権のアルペン・滑降を5度制し、国際大会でも活躍した

スペシャリストということもあり、指導の両輪がそろった。「育成の環境が整い

両種目で有力選手を獲得できた。今大会は初めて優勝を意識して臨んだ」という。

悲願のインカレ制覇だが、一方でその視線は世界に向いている。「目標は東海大

=日本代表。今後も世界で活躍する選手を育てていきたい」 

 

 

 

東海大学ネットをご活用ください 
・生涯メールアドレス（転送専用）の利用 

・登録会員に対する情報の登録・公開、会員の検索とメッセージ送信 

・詳細は以下のURLを参照ください。 

http://www.u-tokai.ac.jp/graduation/t_net/index.html 
 

 

東海大学校友会（後援会・白鴎会・同窓会）事務局 

     東海大学事務部校友課 

     〒 259-1292 平塚市北金目４－１－１ 

     TEL 0463-58-1211（内 2385） 

     E-mail koyukai@tokai.ac.jp 


